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生　産　研　究

カ ナ ダ　滞 留　記　（2）

一一 Jナダ国立科学研究所一・

末　　岡　　清　　市

N．R．C．のMontrea］Read研究所の航空写真

　1．　序　Ottawaの市外れOttawa川の川沿いに4階

建の大きな建物が立ワている．玄関の入口高くはためい

ているカナダの国旗〔真赤の生地の左肩の方にユニオy

ジャヅクを附したもの一近い）ちに別の国旗を制定す

ることとなろS）から直ぐに政府の建物であることが知

られる．が，これがN．R，C．といえは市民は誰でも知ワ． ﾄい
るNational　Research　CouncilのSussex　Laboratories

である．周囲はきれいな芝生と多くの樹木でかこまれ，

前面は最近完成したひろいhighwayで左の方はRideau

川にかかワている橋一1954年11月Queen　Motherが

Ottawa訪問の際．命名開通になワた一を越えて郊外の

Rockcliffeに通じる．　RockcliffeにはGoverner　General

（Presidentに相当する），総理大臣の官邸を始め，各国

大公使館が多く存在するので，このhighwayはOttawa

でも最も軍要な道路の一っに．なワている．highwayの

右の方には研究所のすぐとなりの英国大使館cBritish

High　Commissioner）を始めCanadian　Mint（造幣局），

War　Museum等が次々と並び市の繁華街へと通じてい

る．後側は広い．芝生でかこまれたparking　placeで

Ottawa川にのぞみ，川向うはQuebec州で，すぐ左の

方にHullの町がEddyのマッチ工場の高い煙突のかす

かな姿と共に見られる．大部分は森林と畑で中に一きわ

大きくpulp工場が見え，遠くの方ははるかにGatineau

の国立公園の山々がかすんで見える．

　筆者はこのSussexの研究所で二年数カ月を過したの

でNational　Research　Counci1の紹介もいきおいここが

中心となることをあらかじめ断って，以下まずその全ぼ

｝から書くことと．しよう．

　2．　National　Research　Council　Canada　lよ元来

農産国および鉱産国として知られ，例えば小麦の輸出，

ニヅケル・亜鉛アルミ；ウム等の鉱物資源の輸出等に

よって産業が特長づけられていたといってよい，ところ

が第一次大戦を通して工業生産の必要性ガ剥戟され，‘い

わゆるsecondary　industriesがCanada経済にとワて

重要となワた．またこの豊富な原料資源を利用するため

の研究も強く要望されるに到．、た．

　こうした経済上の基盤の上に，第一次大戦の結果種々

の科学研究が促進せられつつあったので，殊に産業と科

学との密接な連結およびそれを押し進める有望な科学者

の養成という二つの観点から1916年National　Research

Council（以下N．R．C．と略記する）が議会の協賛のも

とに制定された．これは政府の一つの官庁ではなくてむ

しろ協議会形式のものである．このNR．C．の設立に

ょりCanadaのあらゆる部門にある科学者の知識を集め

て政府の面しているあらゆる産業科学の諸問題を解決し

ょうと計ったわけである，それと同時に優秀な科学考の

養成という点も重要な働らきの一〇で，各大学の自然科

学部門へ資金の援助を行い，post－graduate　studentsへ

のscholarship，またadvanced　studentへの研究費補助

等を行ってきた・1932年これらの機能をさらに押し進め

るためQttawaのSessex　St・にN，　R．　G．自身1＿属する

研究所を開設した．第二次大戦中はその研究機関は挙げ

て戦時研究に動員され，とくに航空機の研究，原子力の

研究等が行われ，それと同時に研究所の建物設備の拡充

が行われた．1945年頃から順次各所に散在していた航

空，電気，土木建築の工学の研究所を集めTまた国防に

関する研究室はすべて新らしくできた国防研究所CI）e－

fense　Research　Board）に移管してOttawaの郊外約4

マイルの地にN・R．C．のもう一つの研究所とLての

Montreal　Road　Laborateriesを開設し，工学全般の研

14



第7巻　　第7号

　　　　　N，R．　C．の＄uミsex研究所の夜景

究はここを中心として行われるようにな吟た1

　原子力研究もその初期の頃からN．R．　C．のAtQmic

Energy　Projectとして行われてきた関係もあるのでこ

こに一言附け加えておきたい．1942　－1943年頃レカナダ

はアメVカ，イギリスと協力のもとに原子力の研究を開

始し，プルト＝ウムの製造，および自然ウラニウムー

重水型の原子炉の研究を分担して，N．　R．　C．の管理によ

ってUniversity　of　M。ntrealで予備的実験を完成した・

1945年Montrealでの実験を具体化するため人里はなれ

たChalk　River（Ottawaの西北120哩，　Ottawa川の

川沿いの地）に大研究所の建設を行い，．始めてZEEPと

・名づける自然ウラニウムー重水型の原子炉の完成を見

・たのである．（ZEEPとはZero　Energy　Experimental

Pi正eの略で非常に低い出力の実験原子炉の．意）．．そうし

てこのCha］k　River　Lahoratory｝よN．　R，G．の一部とな

り，一方1946年に制定されたAtomic　Energy　C叩町ol

Boardの管理をうけるようになった．そ．の後原子炉の操

作によって放射性同位元素！主としてCoeo）の販売等に

より機能が拡大．したため，1952年4月からCh．alk　River

Lab．を独立させ，ここに国立会社Atomic　Energy　Gom－

pany　of　Canada　Ltd，（A．　E．　C．　L．）が発足したので，

従来のN．R．　C．のAtomic　Energy　Projectは全部上記

のA．E．G．Lに移管ざれたのである．

　3．N．R．C。の構成　次に大体のN．　R．C．の構成から

書いてみたいと思う．内閣の中にとくに産業および科学

．に関係の深い7名の大臣で構成しているPrivy　Council

Committee　on　Scientific　and　Industria］Researchヵミ最

高諮問機関で毎年N，R．　C．から報告を受けることにts　b

ている．その構成員は通商大臣〔Minister・of　Trade　and

Commerce，． _業大臣，Minister　of　Agriculture＞，漁

業大臣i珂inister　of　Fisheries、，鉱業および技術調査大

臣tMinister　of　Mines　and　Technical　Surveys），国防

大臣，Minister　of　National　De専ence、，保健衛生大臣

（Mipister　of　Natbnal　Health　and　Welf母re．，北方事情お

よび資源大臣（Minister　of　No「the「n　affai「s　and　National

Resources）で，通常通商大臣が議畏をつとめN．　R・C・に

関する最終決定機関である・

　この構成の色分けから見てもCanada政府が産業と科
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学との関連につきいかなる所に観点をおいているかに明

らかなことと思う．この下に各大掌の自然科学都の教授

および労働，産業界からの代表を含めて21名で構成さ

れる　Honorary　Advisory　Council　for　Scientific　and

Industrial　Researchが実行機関としてPrivy　Councilの

諮問に応じ，報告を出し，かつそれに所属する研究所一

Susg．　ex　LabDrateries，　Montreal　Road　LabQratories，　Ma・

ritilne　LabOratoriesおよびPrairie　LabOratoriとs一

の運営を行5．これヴ通常NatLonal　Research　Counei1

と略称されるものである．従．t，てこのCouncilの談長

が同時にNatiorlal　Research　Laborato：iesのPresident

を兼ねている．

　Canadaの原子力の育ての親であるDr．　C．J．　Mackem・

zie．が1953年までPresidentを長くつとめていたが．停

年退職L．たので，その後物理化学とくにPhφt㏄hem賊ry

で著名のDr．　E．　W．　R，　Steacieがその後をついでいる・

筆者が記憶するζとろでは彼が4代目のPresidentであ

る．この下にVice・Presidentが2人おり，1人はSci・

entifie，他は事務というふうに分担をし『（いる．　さてこ

の実行機関であるNati。nal　Research　Councilの機能と

しては最初の設立の趣旨から考えてもおのずから次の三

つに分かたれる．

　第一はCanadaにおける科学研究費の補助科学者養

成りための奨学資金の設定，科学の産業への応用を計る．

機能でFoundation　Workと名づけるもりである．

　第二は第一の点を促進するための一一・つの手段とし『（

Ottawaにある物理化学等の純粋科学の研究所として

Sussex　Lab．，およびユニ学一般の研究所としてMentreal

Road　Lab．，さらに海洋に近い州の特殊題目を研究する

ためのHalLfax（大西洋岸｝にあるM4riti皿e　L’ab．，平

原州の問題を扱うためのSaskatoonにあるPrairie　Lab．

の四つの研究所を運営する仕事である，

　第三は以上二つの事を円滑にすすめるための事務を含

めたServicesと名づける仕事である．以上をわかウ易

くするために次に図示して見よう．

　4．Foundation　Work　まずFoundation　W。rkの

大体を見ると，scholarshipsというのは主としてCamada

の諸大学の学生中からundergraduateのコースで優秀で

あった者をえらんでgraduate　workをざせるための財政

的援助を与えるのを目的としている．各大学の教授代表

によって委員会を構成し年に一度集ワて選考を行う，主

として若い科学者の養成，訓練をするのが目的である・

このscholarshipを得た掌生数は例えば1953年の例で

いうと約240名位で，とくにPhD．をもっていてイ？’i）

ス，アメリカに送られたfellewship　l4名をも含んでお

り，その費用は概算30万弗と見積られる．

　これとは別に諸外国の科学者を呼ぶ組識としてば

Post・docto：ate　fellowshipの制度があり，いまのところ
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化学と物理および生物に限られ，国籍をとわずPhD．を

もっている若い科学者を招へいして主としてN・R・C・の

Sussex　Lab．・でCanadaのτegular　memberの研究者と

の協同研究，discussionを通してN．　R．　C．の空気を清新

に保つよ5’ ﾉ心がけられている．

一なお各大学の大学院学生等も研究のために来所して指

導をうけるよ5にもなっでいるが，何しろ研究所である

ためPhD．を与えることができないのが悩みの種であ

る．大学よりもよいmemberをそろえているだけにそ

の点での改善が望まれているが，いまのところは正式に

はどこかの大学の大学院に在籍しなければならない．

　次にAssisted　Research　Grantsの委員会というゐは

大学の教授または研究所の所員の重要と認められる研究

に対して研究費の補助を行う・年々この補助は増加する

傾向にあり，この補助金の60％は人件費として研究補

助者の俸給に使われ，この補助によって大学で研究を行

う人の数も多い．残りの金額は特殊な実験装置，材料等

に用いられる．1953年度の総額は170万弗と見積られ

ている．

　次のAssociate　CommitteesというのはN．　R．　C．の

Foundation　Workとしても最も重要なもので，非常に

強力な有用な方法と見なされている．一つの問題が提起

されると全カナダのそれについて専門家がN．R．C・か

ら招かれてAssociate　Commiteeを作り，次の観点から

問題の大体のProjectをきめる．

　（1）　問題の分野についでのカナダでの現況．

　（2）　どういう点をどういうふうに研究するべきか？

　（3）　どこで誰がこの研究を行うべきカ’1・？　ン・

　それによって研究のprogramがFきめられ，充分な進

備の上で研究のし易い体勢をととのえる．1・研突のすすむ

につれて永久的に存続の必要が起きる場合もあり，その

場合はN．R．C．の研究所の二部に入ることもあ6て，

Associdte　Committee　on　Medical　Researchがそれに当

り，現在はN．I　R．　C．のDivision　of　Medical　Researchと

なっている．しかし，これは他の部221tx異なりregu】ar
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　　　　　　　　　　　　　　　　生　産　研　究

　　　　　　membe員顯號所にほなく各犬攣の医学部

　　　　　　に属していて　その一つの連絡機関の形式

　　　　　　をとっている．ともかくこのCommittees

　　　　　　を通して科学のee業．」の応用，政府各省の

　　　　　　要請に基く研究等がN．R．　C．を中心として

SERVICES　　　実行されて行ぐ．

　　　　　　　試みに現在設けられているAssociate

　　　　　　Committeesの名を挙げて見よう．（A．　C．

　　　　　　はAssociate　Committee），　A．C．　on　Applied

　　　　　　Psychology；A．　C．・on　Research　on　Aquatic

　　　　　　Biology；Canad三an　GoVetninent　Specifica・

　　　　　　tion　Board（工業試験材料検査および製品

　　　　　　の規格統一を行い，多くのstibcommi－ttees

をもつ）；A．C．　on　CorrosiOn　Research　and　Preventibn；

Canadian　Committee　on　Culture　Collections　of　Micro・

orga・nisms；A．　C．　on　Dental　Research；Canadian℃o皿・

mittee　on　Fats　and　Oils；Canadian　Committee　on　Food

Preservation；A．　C．　on　Forest　Fire　Protection　’ GA．　C．　on

Geodesy　and　Geophysics；A．　C．　on　the　National　Building

Code；Joint　Committee　on　Oceanography；A．　C．　on

Parasitology；A．　C．，　on　Petroleum；A．　C．　on　Photogra－

phic　Research；A．　C．　on　Publication　and　Abstracting

Services；A．　C．　on　Radio　Research；A．　C．　on　Seaweeds

Research　．；A．　C．　on　Soil　and　Snow　Mechanics；A．　C．’ 盾

Survey　Research　・；A．　C．　on　Synthetic　Rubber　Research；

A．C．　on　Wildlife　Research等があり，その他平原州独

特の問題についてはPrairie　Lab・が中心となって5また

は6個のPrairie　Regional　Associate　Committeesをも

っている．

°5．　研究所　次にN．R．　C．直属の研究所についてのべ

よう．すでに書いた・よう・にOttawaの近くにある二つ

の概究所，Sussex　Lab．とMontreal　Road　Lab．は一緒に

して合計9部（division）よりなるものでScientificの

ものとEngineeringのものとに分けられる。物理；応

用物理，化学，応用生物はSussex　Lab．内にあり，電気

（Radio　and　aElectrical　Engineering），機械航空（Mech－

anical　and　Aeronautical　Engineering），構築工学（Buil・

ding　Research），応用化学（ApPlied　Chemistry）の諸部

はMontreal　Road　Lab．の中に集められている．・

　前者はすでに20年以上前に作られたものであるのに

対して後者はごく近年に完成したものが多く，広い構内

・によく計画された配置とモダ・一γな建物とを持ワてい

るザこの外にとくに平原州の小麦その他の農産物に関す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りる種・zzの問題を研究するために、Saskatoon市にある

University　of　SaskatChewanめ構内に1948年IPrairie

Regiollal　Laboratoryをひ1らきb例えば醸酵，　i麦t）らめ

加工，植物油のような研究が行われ七いるi　　　’1

’さらに大西洋岸にあるHalifax市のIDalhou忌ie　Uni・
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versityの構内に1950年からMaritime　Regional　La・

boratoryをひらき，生物化学，有機化学等を中心として

研究が行われて．いる．

　これを人的構成の面から眺めて見よう．1953年を例に

とると合計1955人が研究所で働いており，Scientific

Divisionに485人，　Engineering　Divisionに708人，

Regional　Laboratoryに103入，事務を含むServicesに

654人で科学部門に比して事務部に割合人が多いのがわ

かり，この点については種々批判もあるが，事務部にいわ

せるとN．R．　C．の研究所のみでなく，Foundation　Work

等の仕事が多いのでこの位はどうしても要るといってい

るようである．これを横に見て色分けすると，科学系

（工学者をもちろん含む）535人，純技術系979入，一

般事務系（各部事務を含む）472入，営繕…関係269人と

いう構成である．

　これらのうち大学卒業の職負は594人いるが，直接研

究に従事していない140入を除いた454人を学位の程度

と国別とで大体分けて見ると，Bachelor（学士）140人，

Master「修士）95人，　Doctor，219人であり，カナダ大

学から学位をとったものはBachelor　114人，　Master　55

人，Doctor　74人，アメリカの諸大学よりのものBachelor

1人，Master　20人，　Doctor　43人，イギリス諸大学より

はBachelor　20人，　Master　9人，　Doctor　71人，その他

という結果が出ている・とくにDoctorの場合はCanada

の大学を卒業してイギリス，アメリヵでMaster，　Doctor

をとった場合もあるし，またカナダ人で最初から外国の

大学へい．．て卒業してきてる場合もまたイギリス人，ア

メIJ力人がMaster，　Doctorをと一，てからN．　R．　C．に落

着いた場合もはいっているわけである．イギリス大学の

場合Cambridge，　Oxford，　Londonの諸大学卒業が圧倒

的に多いのが目につく．

　ついでにPost・doctorate　Fellowsについて一言加える

と，現在これは物理化学にのみ開かれているもので毎年

物理15人，化学20人，生物5人（これはPrairie　Re・

gional　Lab．で研究を行う）位のPhD・をもっている

fellowを公募して一年間N．　R．　C．の研究所で自由に研

究を行わぜるもので，全くregular　staffと同等に扱っ

てくれる．とかく研究所のstaffが沈滞しようとするの

を毎年清新な空気をもったものがいろいろの国々から

集ってきて，相互の討論を通して研究面の刷新を計ろう

とするのが主な目的である．が同時に極端な見方をする

とこれらfellowsの研究活動に多くの期待をかけている

のではないかとの見解も成立つのではないかとも考え

られる．というのはここで発表される学術論文の内容を

調べて見るとregular　staffsの論文数に比べてpost－

doctorate　fellowsのものが非常に多いrpercentageの

意昧で）ことが目につくからである．ともかく大学と異

なって大学院学生も正式のものはなく（大学から委託さ
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れたもの，夏季数ケ月の間来るものを除くと），とかく

研究員のideaの行きつーまりもあり得るわけで，それを

補う意昧で研究能力という基準をPhD・において各国の

研究者を招き，なんらの義務を負わぜず自由に研究を行

わせるというのが眼目のようである．従って非常に国際

的な雰囲気の中で実にのびのびと研究ができるのはうら

やましい制度である．ヨー一　Pッパに比してはるかに給料

も高い点もあって，英国をはじめヨーロッパの各国から

来所する入々は多い．

　試みに最近数年間のfellowsのPhD．をとワた国籍を

調べて見るとs何といっても英国が圧倒的に多く63人，

アメリカ8入，カナダ，スイス，イソド各6人ジブラy

ス4人・ドイツ・ナーストラリヤ，ヨユージーラソド各

2人，その他中華民国（国府・，イタリヤ，トルコ，セイ

ロソ，デソマーク等ほとんどの国々がもうらTされてい

る．これを応募者と合格者との比で調べて見ると，1950

年220人中37人，1951年365人中34人，1952年359

人中45入という統計が出てくる．いつかある一国だけ

から2QO人も応募したこともあ一，たがこのときはPhD．

をもたないものが大部分であくたので全部却下されたと

の話もきいている．

　これら外国人研究者についてはSecurityの点も実に

行きとどいているようで，始めて行って手続をするとす

ぐ指紋をとられるし，またこれら外国人研究者の行動に

はよく目がとどいているのには一驚を喫する位である．

これも戦時中原子力の秘密がここからもれた例もあるの

で無理からぬことであろう．しかしそれ程気になった

り，目につくような監視を受けることは現在はほとんど

ないといってよい．こうして研究所が運営されている

が，予算は一体どの位であろうかという点を附け加えて

おこう・議会の協賛を得て政府から配布される額が1953

年度の例で大体1，500万弗その他の収入を含めて1，800

万弗が全収入で，人件費に660万弗，研究費補助（As・

sociate　Committeeおよび大学その他の研究者への）に

170万弗・設備および図書費に108万弗，材料等に240

万弗・その他新らしい建物の建設等に3～400万弗費さ

れている・印刷費のために14万弗，旅費に24万弗が

使われる．最後に各部の内容を見る一助として研究室名

（Subdivision）を掲げてみよう．

物理93－一一宇窟線，低温および固体物理，分光学（分子

　スペクトル，電波分光学，原子線），理論物理学，X線

　廻析および電子顕微鏡；

応用物理部一音響，電気，気象，光学，測光および比

　色，温度輻射，測地，Radiology；

化学部一有機化学，有機分光化学，宥機合成，化学運

　動および光化学，質量分析，分子分光学，ガスの物理

　的熱力学的性質，表面化学，無機および一般化学，繊

　維研究，油脂化学．　　　　t

17
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応用化学部一化学工学，応用触媒，織物，コPイド化

　学，腐蝕，金属化学，応用物理化学，高重合体，ゴム，

　物理有機化学．分析化学，

機械航空部一空気力学1低速度，高速度および飛行試

　験），流体力学〔水力学，水槽実験，流体力学〕，熱力

　学（原動機，ガス力学，低温，燃料および燃焼、，力学

　（材料力学，航空機および計器，Engineering）・

電気部一レーゼー電気Z7，0perati・nal　Trial，糎

　波，計器，陸軍部，海軍部，空軍部，工学設計）・

構築部一構築材料，構築サービス，火災，構築物理，

　構築設計，土質力学，雪研究，構築実際格規および

　法典）．

　ただし構築はBuildingの訳，名称は小生の訳につぎ

誤りもあることと思う．なおApplied　Biology，　Regional

LabOratoryは省略した．

　Serviceの部としてDivision　of　Information　Services

はまずScientific　Liaison　OMceカ：ありLiaison　OMce

としてWashington，　London，　Ottawaの3個所に配置

されPt　qの連絡にあたり，図書館もこの部に属し，さら

にTechnical　Information　Serviceは専門的按術的なこ

とならなんでも調べてくれる．事務部のほかに営繕工

場，特許の諸都がありそれぞれのserviceを行い，最後

の特許はCanadian　Patents　and　Development　Ltd．（国

立会社）を外郭として持．．ている．

　6．物理部の日常　研究の日々の様子を見るためにと

くに小生のいた物理部を中心にして書いてみょう．事務

部の人々は8時30分から5時まで定時が厳格に守られな

ければならないが，研究者は時間的にはもちろんなんら

制限はない，とくに理論物理の連中はいずこも同じで，

まったくまちまちで午前中だけ出てきて帰ってしまうも

の，自動車のparking　placeの関係で午後2時ぐらいで

ないと出てこない極端な者もおり，この二人は物理で使

う・xclu・」・・principle（同一の状態Lは二つ同一粒子が

入ることはできないという量子力学の原理）を満足して

いるといって笑ったくらいである，大体は10時から11

時くらいには出そろう．そこにいるものは10時半くらい

にCafeteria（地F室）に降りてコーヒーをのみつつ喋

べる．このCafeteriaは非常に大きいもので，かつ安い

ので有名である．ユ2時ともなると研究所のsecretaτy，

stenographer等の若い女性の色とりどりの姿が白黄黒

の各国から来た研究者に交って列を作る．自分の知って

る人なら誰でもかまわず一緒のテーブルに座．．て研究の

こと，政治問題，また音楽のことと話はつきない．

　われわれのめし一ブ．は大体1時頃出掛け宇：・線のグル

ープとよく一緒になb2時ぐらいまで話はつづく．午後

3時からはまたtea　timeであるが研突室での熱中しk

議論がCafeteriaまで延長することか多い．実験の連中

は午後は姿を見せることは少なく，われわれがほとん

18
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どかかさ

　理論物理研究室での討論右からDr．
　T．Y．　Wu，　Dr，　D．　Rivierおkび筆．者

一ピーをわかして飲む二とが多いので二の冷やかしも当

るまい．5時頃は事務ハ人人が一せいに帰るのでおわた

だしい物音がしばらくするが，それからま九急1二しい

んとした夜の研究室に残ワて研究に余念Oない入ぞが椙

当あり，窓の明ウからそれと知られる．

　輪講もなかなか盛んで物理都ではCol］Dqiumヵ毎週

金曜4時から開かれ自分の大体まとまった研究を歴史的

発展もおりこんで誰にも分るよ5に説明する．あまり

d。t、ilを述べるよりキの研究のm・i・　P・i・亡を明らか

にするのに重点がおかれる．物理部のほとんど全員が集

まり部長で原子分子のスペクトラムて著名たDr．　G．

Herzberg夫妻億いっも最前列に座．．．（質問をLてわか

るところまで突込んで得（という態度で島る，質問はな

かなか5るさいのが多い、二うして交替で所内の八がや

らされて行く上に，時折の℃uestがあったゆまたとにく

招いて話をしてもらうこともある、フランスσ）Lep亘ce－

Ringuetの中間子，　M、1．T．のDeutchのゼヅト戸ニウ

ム，H…a・dのR・m・eyのAt・mic　B・aan等筆音に興

味があった．また小生の行くmlこ湯川教授も来られたモ

うでk，る，Seminarは各研究室征にもっておウ，週2回

の所，1回の所いろいろでin　oて，主として未完成り研

究を非公式に発表してdlscほssionをして行くのと，最

近の論交紹介との二通りで行われる．分光学，低温およ

び物性，宇士線等は活溌である．理論物躍も大体wa　2回

月，木の11時頃からユ2時3D分くら1・・まで得うか・一八の

人が数回の連続講演をすることが多い．

　なおこの他に一般市民への公開講座の形式〒晦週承曜

日の夜8時から一番大きな階段教室で講演会が開かれ

る．これは所内の研箆者が寄り集ワて作ワているScie且・

ce　Associationというのが母体で所内の大家やまたはGu・

estの八にたのんでわかり易い話をして（．らって一般的

の科掌認識を深めるのを目的としている，生徒をっれた

高等学校の先生らしい人1婦への姿も大分交　ている．中

性子の発見でノーベル賞をと’．た英国のSir　Chadwick，

Harvardの天文台長Prof．　Mentze1の空飛｝；円盤の話な

ど，わかり易く面白かったと記憶している．紙面もつぎ

たらしいので不充分なから筆をとめよう．　（1955．6．3〕

ずffくP．

を見てよ

く暇があ

るといワ

（冷かす

のもいる

カ，実状

は実験量

さんは実

験室でコ


